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Ⅰ  はじめに
小学校第 5 学年理科の「メダカのたんじょう」（啓林
館 2017），小学校第 6 学年理科の「食べ物を通した生物
のつながり」（啓林館 2017），中学校第 1 学年理科の「水
の中の小さな生物」（啓林館 2017）において，淡水プラ
ンクトンとしてミジンコが出てくる。しかし，現小学校
第 5 学年の「水中の小さな生物」が，平成 29 年告示の
小学校学習指導要領（文部科学省　2018）では，第 6 学
年「食べ物による生物の関係」へ移行する。この移行に
より，生物教材を扱う時期が 5 月下旬から 6 月下旬へと
約 1 ヶ月遅くなる。兵庫県の湖沼において，ミジンコは 
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　本実験では，（1） 飼育水としてのお茶の有用性についての検討，（2） 飼育水としてのお茶の濃度の検討，（3） 餌として
の酵母（ドライイースト）の検討の３つを行った。ミジンコの生存数，産仔数などを比較し，学校現場におけるミジン
コ飼育に最適な条件の検討を行った。
　その結果，D. pulex  ，D. similis  の両種の飼育に適したお茶は，生茶であった。 また，生茶の濃度は，D. pulex  では 200 
倍希釈，D. similis  では 100 倍希釈が最も飼育に適していた。酵母についてはクロレラの代用として使用可能であり，2 
日に 1 回餌を与えた場合と実験開始日にまとめて餌を与えた場合とでは 2 日に 1 回餌を与えた場合のほうが生存率は高
かった。
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る Elendt M4 （以下 M4 飼育水と記す）を用い，餌とし
てクロレラを与えている。ミジンコはこの M4 飼育水






















加東市平池の北小池から 2015 年 2 月 5 日に採取し，
研究室内で継代飼育していたDaphnia pulex（Hiraike 








50 ml の M4 飼育水を入れ，室温 20 ℃，光周期は長日












た溶液 250 ml に，産仔後 24 時間以内の仔虫を 5 匹入れ，
生存数，総産仔数，休眠卵の有無を比較した。 コントロー
ルとして汲み置き水 250 ml で仔虫 5 匹を飼育した。飼
育容器は広口 T 型瓶 300 ml パッキン付き（アズワン株
式会社）を用いた。また，どの条件においても餌は与え
なかった。 実験は 30 日間行った。
（3）各生茶濃度での飼育実験
ミジンコ飼育に最適な生茶濃度の検討を行うために，
生茶濃度を，50 倍，100 倍，200 倍，500 倍，1000 倍希
釈の 5 種類で比較した。 コントロールとして汲み置き
水を使用した。 生茶を汲み置き水で各種濃度に希釈し
た溶液 50 ml に産仔後 24 時間以内の仔虫を 1 匹入れ，
生存数，産仔数，休眠卵の有無を比較した。 飼育容器
は 50 ml 遠心チューブ （IWAKI） を用いた。 実験は 1 条





を与えて飼育を行った（図１）。D. pulex  では , 生茶を
汲み置き水で 200 倍， D. similis  では 100 倍の濃度に希釈
した溶液 50ml に産仔後 24 時間以内の仔虫を 1 匹入れ，
生存数，産仔数，休眠卵の有無を比較した。 飼育容器
は 50 ml 遠心チューブ （IWAKI） を用いた。 実験は 1 条
件につき 5 個体行った。研究室で餌として与えている
クロレラは，顕微鏡（CX21 － HKS オリンパス）を使っ
て数えたところ , 0.01 mm2 あたり約 80 個であった。 本
実験では，それとほぼ同じ密度となるように汲み置き
水 50 ml にドライイースト 0.1 g を溶かして調節したも
のを餌とした。酵母の餌を 2 日に 1 回 , 5 μ l ずつ与え





生存数に関して，D. pulex  では，生茶での飼育で 16 日







て，実験終了日の 30日目まで 3個体が生存した（図２）。 
D. similis  においては，生茶と伊右衛門での飼育で 4 個
体が 20 日目まで生存し，生茶では 1 個体が実験終了日
の 30 日目まで生存した（図３）。
5 個体の 30 日間の総産仔数を比較したところ，D. 
pulex においては，綾鷹で 38 匹，生茶で 32 匹，伊右衛
門で 21 匹，麦茶で 2 匹であった。おーいお茶，胡麻麦
茶，汲み置き水では産仔は見られなかった（図４）。D. 
similis  においては，生茶で 23 匹，綾鷹と伊右衛門で 22
匹の産仔が見られた。おーいお茶，麦茶，胡麻麦茶，汲
み置き水では産仔は見られなかった（図４）。
休眠卵に関しては，D. pulex  において，おーいお茶で
17 日目に 1 個産出された。それ以外では産出は見られ
なかった。 D. similis においては，生茶で 16 日目に 2個，




た。 D. pulex においては，200 倍希釈の濃度が最も長期
間個体数を維持していた。19 日目まで 5 個体が生存し，
24 日目まで 1個体が生存した（図５）。D. similis  におい
ては，100 倍希釈の濃度が最も長期間個体数を維持して
いた。 25 日目まで 5個体が生存した（図６）。
産仔数に関しては，D. pulex  においては，100 倍，500
倍，1000 倍の濃度では産仔がなかった。 50 倍の濃度で
は 19 日目に 1 個体において 1 匹の産仔が見られ，他の
4 個体では産仔が見られなかった。 200 倍の濃度では，
1 個体において 11 日目と 13 日目に 1 匹ずつ産仔が見ら
れ，他の 4 個体では産仔が見られなかった。 D. similis  
においては，50 倍，200 倍，500 倍，1000 倍の濃度では
産仔が見られなかった。 100 倍の濃度では 1個体におい
て 10 日目に 1 匹，また別の 1 個体において 11 日目に 2
個体の産仔が見られた。 他の 3 個体では産仔が見られ
なかった。
休眠卵に関しては，D. pulex  においては，200 倍，
500 倍，1000 倍の濃度では産出されなかった。50 倍の
濃度では，1 個体にのみ 11 日目に産出された。100 倍
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図４ 各種お茶における Daphnia 5 個体の 30日間の総産仔数図 4　 各種お茶における Daphnia  5 個体の 30 日間の総
産仔数
図 5　D. pulex  をそれぞれの生茶濃度で飼育した時の生存数
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図５ D. pulexをそれぞれの生茶濃度で飼育した時の生存
数
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図５ D. pulexをそれぞれの生茶濃度で飼育し 存
数





産仔数に関しては，5 個体の 30 日間での総産仔数の
平均を比較した。 D. pulex  においては，2日に 1回餌を
与えた場合で 6.8 匹，実験開始日にのみ餌を与えた場合
で 20.6 匹産仔した。 D. similis  においては，2 日に 1 回
餌を与えた場合で 19.2 匹，実験開始日にのみ餌を与え
た場合で 10 匹産仔した。 D. pulex  とD. similis で総産仔
数に違いが見られた。
休眠卵に関しては，D. pulex  においては 2日に 1回餌
を与えた場合，16 日目に 4 個体において休眠卵 1 個が
産出され，19 日目に 2 個体において休眠卵 1 個が産出
され，21 日目に 1 個体において休眠卵 1 個が産出され
た。 また，実験開始日にのみ餌を与えた場合，13 日目
に 2 個体において休眠卵 1 個が産出され，16 日目に 1
個体において休眠卵 1 個が産出され，18 日目に 1 個体
において休眠卵 1 個が産出された。 D. similis  において
は 2 日に 1 回餌を与えた場合，11 日目に 1 個体におい
て休眠卵 1 個が産出された。 また，実験開始日にのみ















れる。お茶の希釈率に関しては，D. pulex  で 200 倍希釈
が最適濃度であり，D. similis では 100 倍希釈が最適濃
度であった。D. pulex とD. similis  の体長を比較した場


















ることも可能である。また，生茶の濃度は，D. pulex  で
200 倍，D. similis  で 100 倍希釈が飼育に適しているとい
う結果だったが，より操作を簡略化するために，ペッ
トボトルのキャップを使用する方法も考えられる。 ペッ
トボトルのキャップには，約 7.5 ml の溶液が入る。汲














































研究者が教える動物飼育．第 1 巻．pp.202-203. 共立
出版株式会社 .　
₃ . 石浦章一ほか 55 名（2017）わくわく理科５年 .　 
　新興出版社啓林館 .　平成 26 年検定 .
₄ . 石浦章一ほか 55 名（2017）わくわく理科６年 .　 
　新興出版社啓林館 .　平成 26 年検定 .
₅ . 石水達弥，畔柳知幸，三富絢登，渋谷卓（多摩大学
附属聖ヶ丘中学校自然科学部）（2008）
　ゾウリムシの研究 . 平成 20 年度生徒理科研究発表会
（東京私学中学高等学校協会）報告．pp.1-2.
6 . 笠原恵，工古田伊代，横山美奈（2018）　加東市平
池に生息するミジンコ Daphnia pulex  と Daphnia similis  
のライフサイクルについて .　兵庫教育大学研究紀要． 
第 53 巻．pp.85-90.
₇ . 文部科学省（2018）　小学校学習指導要領（平成 29
年告示）.　東洋館出版社 .
₈ . OECD guideline for the testing of chemicals : Daphnia 
magna  reproduction test. （2012）
9 . 鈴木大生（2010） ゾウリムシの増殖条件の検証実験 . 
p.164.  TX テクノロジー・ショーケース in つくば .
10. 田中正明 , 牧田直子　（2017） 日本産ミジンコ図鑑．
pp.85-98．共立出版 .
11．塚田捷ほか 61 名（2017） 未来へひろがるサイエン
ス１.　新興出版社啓林館 .　平成 27 年検定 .
179178
ミジンコ簡易飼育法に関する研究
